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　今回は二〇〇六年十月から〇七年九月までである。前回同様、主
宰する劇評ブログ「シアターホリック（演劇病）
http://ham
-pro.
seesaa.net/ 」を加筆、 訂正し、 一部英語表記をカタカナに改めている。
ご了承いただきたい（敬称略） 。
　初めから何だが、 〇六年九月十二日に観劇した「ど」という変わっ
た題名の芝居を紹介する。副題というのか何か、 「ど、ど、ど、どうするって
―
ど、ど、どうしよう」という言葉が添えられている。
　吃音（どもり）者をモチーフとした芝居なのだ。つまり「どもり」
の「ど」というわけである。劇団黒テント三年ぶりの道内旅公 で、函館、室蘭、釧路、北見と巡演して（ 公演は各地で熱意ある人が実行委を組織して実現される） 、札幌ではコンカリーニョで上演された。
　「新日本文学」に二十年以上前に掲載された小寺和平「吃音集団」
を原作に、山元清多（やまもときよかず）が構成・演出した。
　どもりをモチーフにしているというと、吃音者を「どもり」と表
記することは新聞用語基準では差別につながる いうこともあってか、微妙な、むしろ危ない芝居だと思われるかもしれない。公 後の実行委と役者らとの打ち上げでも「今回は題材 題材なので、○○（道内のある地域）で実行委を作るこ は控えましたが、観てみると、これならよかったかなと思いました」という観客もいた。
　実際、実に示唆に富んで、見る側の想像力（創造力）を喚起する、
素晴らしい舞台だったのである。山元は、劇中のウエーター（愛川敏幸）や三人のウエートレス（畑山佳美、伊達由佳里、太田麻希子）による時代背景・用語説明や音楽演奏などに手を加えたことを除き、「物語は小説そのまま。それだけ小説に力があったのでしょう」というが、それだけではな だろう。
　一九六〇年代の歌謡曲メドレー よる軽快な導入部から、物語は
吃音者が主人公とは思えぬほど（というのも吃音者の苦悩 焦燥、 汗涙など内的語りがモノローグの形式で素早く詳細に語られるゆえだが） テンポ良く運び、 動きも細やか 機敏で、 映像も使ったダイナミックな仕掛けは目にも鮮やかだった。
　舞台は高度経済成長真っただ中 一九六四年は東京・渋谷。名曲
喫茶「どん」に集う男性三人衆 タケタニ（木野本啓） スギオ（宮崎恵治） 、ナカタ（内沢雅彦）は吃音カウンセリングを受けた者同士の仲間である。しかし残念ながら、三人のどもりは完治してはいない（ナカタだけは軽度になっている） 。日々の屈辱感 挫折感を吐露し合う三人。その姿 差し迫った必死さゆえに濃密でおかしい。笑えてしまう だ（三人が吃音者ゆえの思考回路を事細かに説明すること自体が、かなしくもおか さを呼び起こす演出法だ） 。
　だがタケタニは六〇年安保闘争の高揚の中で、ストを決行した六
札幌観劇記（二〇〇六年十月～〇七年九月）
加藤浩嗣（北海道新聞）
劇 　評
113 劇評
月四日のある切迫した状況下ではどもらなかったことを思い出す。そしてその日の昼、喫茶店で落ち合う約束をした電話口の向こうで、なぜかその時だけは平然としていたスギオに、自らのどもり 原因を見詰め直すように言う。
　タケタニとナカタの執拗な追及を受け、スギオが最後の最後に搾
り出したのは「俺は、部落民（同和地区のように、いわゆる被差別部落出身者だということ）なんだ」という出自に関する悲痛な叫びだった。
　生の根幹そのもののしこりが取れたスギオはどもりが直っている。
国鉄駅の切符売り場で目的地が言えずに仕方なく違 地名を言っていた過去と決別し、好きなだけ違う地名の切符を買い続ける。マイナス、マイナス、マイナスが続いた末の逆転 プラス思考であり、演劇的大転換の快感が静かでいて具体的な確か 場面で象徴され
　ラストはノークレジットの男優一人を含め役者八人で、 「辛よ 　さ
ようなら 　金よさようなら」というプロレタリア詩人中野重治の詩「雨の降る品川駅」を朗ずるのだ（この詩はこれ以前の場面にも出てくる） 。
　先ほど演劇的大転換の快感を書いたが、ラストの中野重治の詩の
朗読に至って、私には重い部分も刻まれ 実はこの吃音者 ちが日本のある部分を象徴した存在なのではないかとも見えてきた。
　例えば吃音を日本の「戦後民主主義」と置き換えてみる。でもそ
うすると、スギオのどもりの解消は幻想的なロマンとしかとらえられなくなる。この発想はやはり無理があるか。しかし私には、吃音が何かを象徴しているように思えて な のだった。
　公演後の打ち上げでは、役者から、 「部落民」という差別語のイン
パクト 、関西以西では通用するが、関東以北では なか通用しない（東北地方では「隣の部落」などと日常使っているらしい。北
海道もそういうところがある）だとか、吃音者のセルフ・ヘルプ・グループ（自助グループ） 「言友会」のメンバーが観に来て、役者が「お、お、お、お、お、お、お、お」と言っている時に、観客席から「がんばれー」 と声が飛んだなど、 旅公演ならではのエピソードを聞いた。
　この芝居の大テーマは人間に根源的なものとしてあってしまう差
別だ。つまり、この芝居に関しては見る前から、このテーマに関わっていた、関わらざるを得なかったということだろうか。
　「アイン 　アルテス 　ハウス～棲家～」 （作・演出村松幹男）はシ
アター・ラグ・２０３の水曜劇第
15弾として、同劇団の本拠地であ
る札幌・ラグリグラ劇場で上演された 九月十三日） 。実力派劇団による上質のホラー（再演）だ。
　長女治江（福村慎里子） 、次女正江（田中玲枝） 、三女和江（湯澤
美寿々）という三姉妹が住む洋館。もう一人、いるのは父の代からの執事である徳次（平井伸之） けだ。
　ワインなど酒を飲み続け、時に狂ったように笑う治江、乳飲み子
を抱く正江、何者かの子を宿した妊婦の和江 しかし、この洋館には忌まわしい血の物語が伝わっており、三人も決してその物語の部外者ではないのであった、 ストーリー。
　三女優の火花を散らすような、だがよく抑制された演技が物語を
しっかりと引き締め、説得力が 。この、うなぎの寝床のように長細い劇場の特性 生かした舞台でもあり、終幕の薄暗い中でのワンショットは夢にでも出てきそうな怖さ。その怖さの源泉が、物語を追うことで後 らじんわり効いてくることもあり、実に怖 秋の夜の観劇であった。
　「ゲート」は北大生を中心に活動する劇団しろちゃん 廣瀬公彦座
長）により十月七日、札幌・ターミナルプラザことにパトスで上演された。脚本・演出は元木業人。
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　人間と、人間を食う
―
イタン（異端か）が争う世界。そこでイタ
ンと戦う一人の若者をめぐり物語が展開する。芝居は善悪二元論に陥らない荒唐無稽な物語で、それを二時間半、二十人近い登場人物を出し入れして最後まで見せきることに非凡な可能性を感じた。
　ただやはり二時間半はちょっと長い。刈り込めばもっとスピー
ディーに、テンポもよくなるはずだ。最後の方がちょっと駆け足気味になるのも残念といえば残念だったが、札幌演劇界に今まであまり見当たらなかった物語性に大きな可能性を感じた舞台であ た
　劇作家・演出家北川徹がＴＰＳで創った作品は、劇場に観に来て
いる人ではなく、こ 場にはいない、どこか遠くの人への詩の織り込まれた手紙のように思えてきた。
　「遊園地、遊園地。 」しかり、アラバールを原作とした「さよなら
日曜日」しかりだ。遠くの誰かへの詩の織り込まれた手紙だからそれを劇場にいて垣間見ているようなも だから、そこはかとない叙情の中に、 切なさのようなものも感じられ、 私は れが好き った。じんわり胸に染みてくる感触が好きだった。
　だが、今回の「レモンソーダと姉の声」 （十月二十一日、札幌・シ
アターＺＯＯ）には、残念ながらそうした感覚を抱くことはできなかった。
　なぜだろう。　とにかく近視眼的なのだ。いま劇場に来ている観客たちに、必死
に何かを伝えようとしてしまっている と えばいいのだろう 。通常なら許されるだろうそうした手法が 北川作品には似合わ い気がしてならない。それも、筋道がなく、ピントが大きく外れているような物語を、だ。
　とある地方の商店街の商工会中年団を主人公とした群像劇だが
世界がとても狭く小さい。
　劇場の外の、かの紛争地に住む子どもへのメッセージも、額に汗
して働く人への詩の織り込まれた手紙といった感じも、少しも感じられなかった。そうしたものを求めることが間違っていたのだろうか。
　唯一、 北川作品らしさを感じたのは、 物語の本筋とは一見無関係な
老女の歌う「蘇洲夜曲」の場面。
　遠くにいる あるいは今はもういない誰かに そこだけは届いて
いるような気がした。それ以外は、役者 ちはよく動いてはいるのだが、動いてだけはいるのだが、よく訳が分からず、肩透かしを食った感じがしてしまった。
　出演は永利靖、 高田則央 木村洋次、 岡本朋謙、 川崎勇人、 佐藤健一、
宮田圭子、重堂元樹（演劇公社ライトマン） 、北川 十一人。
　前項で「筋道がなく、ピントが大きく外れているよ な物語」と
書いたが、実は演劇の楽しみ、面白さは物語が全てではない
　そんなこと言ったら、 「贋作・寺山修司 　身毒丸」 （作・寺山修司、
構成・演出こしばきこう 十月二十八日、シアターＺＯＯ など、物語の飛躍と うか ぶっ飛び方は凄まじく、評価には値しない。
　ところが、ここが演劇の不思議なところで、物語がちっとも頭に
入ってこなくても、ま 頭の中がこん らかるばかりでも、面白いものは面白く、心ひかれるものは魅力的なのだ。
　これは実験演劇集団「風蝕異人街」プロデュース
―
さっぽろテラ
ヤマ祭２００６」と銘打たれた公演で 出 はザ・ユニットテラヤマ。風蝕異人街は「北方の暗黒タカラヅカ」との異名を持つ 女性がほとんどの劇団だが、今回は看板女優三木美智代が できないため新人ばかりをかき集めて、ユニットの形で上 したものらしい。これが、なかなかパワー あ 、見応え十分なものだった。
　物語は、少年しんとく（水戸康徳）の「母探し」に尽きると言っ
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ていいだろう。寺山修司終生の大テーマである。そこに父 （舛田佳弘）や継母（容由美子）とその連れ子せんさく（岩渕安希子） 、それに娼婦たち（宇野早織、堀内まゆみ、篠原花菜子、田中優子、菅原香菜子、 新海あずさ）らが絡んで、 そ はもうどろどろの物語が展開して、頭の中は混乱する。娼婦たちは幻の母にもなる一方 全身白塗りのカラス（米田友祐、香本佳彦）は狂言回しを務め、舞台上手の檻に琵琶弾き（井上望） 下手の檻にトランペット吹き（相良真弓）がいて、それはもう、暗黒世界の一里塚 札幌は中島公園そばの〝恐山〟といった雰囲気そのものであ
　私はやはりこういうのも好きなのだな。　こしばが当日配布のパンフレットに「見世物の復活 　猥雑さ・下
品さ・土俗さ・ばかばかしさが寺山芝居の本質！」と書いているが、それが確かに具現化された舞台だった。
　五本観て、ふう、疲れたというのが率直な感想である 虚脱感と
満足感。一日五本見たことは過去に あるが、 はり年なのか
　旧コンカリーニョ時代から復活した「遊戯祭
06」 。〇六年はコンカ
リーニョとパトスの二会場で、 「死ぬ気で遊ぶ 　近松門左衛門祭りをテーマに、五団体が参加した。
　私が見たのは十一月三日。五者五様、近松のさまざまな解釈あり、
破壊あり、脱構築あり、を楽しんだ。
　ＡＮＤの「廻り花 　観音巡り」 （亀井健脚本、 舛井正博演出）は「Ａ
ＮＤを午前十一時から見るなんて」と思って臨んだが 意外に 落ち着いた印象の芝居だった。むしろ静か過ぎて、ＡＮＤ本来の持ち味が薄かったというべき 。
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る」は北川徹脚本・演出・出演の一人芝居。近松の周辺をなぞっているような語りから、人形二体を使った心中の道行を感じさせ 暴力的なラストが印象的。
　弦巻楽団「死にたいヤツ
ら」は弦巻啓太脚本・演出。近松研究の大学教授の四十九日を舞台に、彼が全財産を贈ると遺言書に書いた愛人はだれか めぐって繰り広げられるコメディー。物語としての完成度は一番高かったではないか。
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33―
39「近松殺札幌心中」は清水友陽脚本・演出。あ
りていに書けば、八人の男達の一人の女をめぐる攻防戦。セリフはなく、代わりにパソコン入力の文字が舞台奥に投影される実験的な手法が取り入れられている。
　遊戯祭自体は五日間に渡って行われ、五本すべてを見た人の投票
によって最優秀賞が弦巻楽団と決まり（十一票） 、コンカリーニョ〇七年の使用権 与えら た。 ほ に九票が二団体、 四票 二団体 （無効票あり） 。
　長谷川孝治作・演出の弘前劇場「夏の匂い」 （十一月四日、 シアター
弦巻楽団「死にたいヤツら」
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ＺＯＯ）は、静かにかなしみをたたえたような芝居だ。そこはかとなくユーモアも交えて、胸にじんわりとくる舞台だ。
　パンフレットから「物語」を引こう。　とある地方病院の一室。長い間入院している男のもとに友人が入
院してきます。病室を出入りする患者、家族、友人、看護婦はそこで病気のこと、 学生時代の思い出、 家族のことなどを話し、 そして去っていきます。
　生きていく者と死んでいく者　昔感じた夏の匂い 今感じる夏の匂い…　人はいつかは必ず死んでしまいます。いつ死んでもおかしくあり
ません。誰かが死んでしまっても誰かが生きていま 。そして世界は変わらず持続し
　この夏、病室に た誰もが確かにそこ 生きていました。　そうな だ。 生起することどもが、淡々と、し 確かさ
を伴って舞台空間に表現される。
　見ている間、私は 私が九歳の時に三十八歳で死んだ父 ことや、
一昨年に亡くなった妻の父のことや、 名馬シンザンと一日違いで逝った母方の祖母のことなどを思い起こしていた。
　あの時の病室、あの時の病院の匂い、陰り、光、言葉。　二度と帰らないあの日。　確かに人々は生きていた だ。　そんなことどもが次々に思い出されては、消えていっ 。　これというのも、静かで確かな佇まい 芝居に触発されてのこと
だろう。
　選挙ブローカーや古本屋経営の男やその妻、建設業の男たちなど、
出てくる誰もがリアルにそこに存在していた。
　良いものを見た。
　良いものを見せてもらった。　富良野塾ＯＢの劇団
11☆９（イレブン☆ナイン）の「イージー★
ライアー」 （十一月十二日、シアターＺＯＯ）は納谷真大の「北の戯曲賞」優秀賞受賞作。久保隆徳が演出した。
　明日が結婚式という、同棲して一年になるカップル（水津聡、松
本りき）の元に、その女が五年前まで付き合っていた男（大山茂樹）がヒマラヤへ 旅から帰って来た。実は当時二人は同棲していて、男がヒマラヤへ旅立つ五年前、女は男に「待っているから」と訴えてしまっていたのだ。女は許婚に、とっさの嘘をついて急場を のごうとする 、さて、この恋愛トライアングルはどうなるかというシチュエーション・ ブ・コメディ 。
　物語としては細かいところまでうまく出来ているし、面白く笑え
る。だが、演出のトーンがどうにも重く、野暮ったい感じになしまった。それで結局、乗り切れずじまいだった。もっとメリハリをつけたら良か たのにと残念だった。
　札幌の若手劇団「ｙｈ
ｓ」といえば、一九九五年の青春群像を描いた昨年の作品「
95（キュー
ゴー） 」が、 シアターホリックの栄えある？第一回マイベストに輝いたカンパニーだ。
　一年ぶりの新作「
TH
E 　
yhs「THE KING OF ROCK AND ROLL」
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は主宰の南参でなく、
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―
Zee.05 （いったいなんと読むのか分から
ないが、ミヤザキという男性らしい）の脚本・演出。これが昨年の「
95」に勝るとも劣らぬ、なかなかの面白さ。 「ｙｈｓ」は実力を上
げたなと思わせる出来栄えだった。
　雑誌を読んだり、麻雀をしたり、ただノンベンダラリと部室で過
ごしている男子生徒だけ 高校貞球部（部の名はチラシ通り。庭球ならテニスのことだが、確かに貞球部はなん 部か分からない） 。テレビでは国が他国からのミサイル攻撃を受け、ミサイルによる報復を始めた、つまり戦争状態に入ったことが報道されている。そんな中でも、男子生徒の思惑は いえば モテたい、楽し い、カッコつけたい。でも 努力はしたくない。そんな日常に手芸部の女子生徒が現れ、うだつの上がらな 教師が現れ 格好だけいっぱしの番長が現れ、日々問題が立ち起こる。
　芝居は、そんな多くの人たちが共感し思い出しもするであろう高
校生活を描きつつ、そこに生きる人々すべてを覆う国の大状況、つまり戦争と結び付いた 驚くべき終幕を迎え 。
　まず第一に小状況と大状況とを結び付けた脚本がよ 。初めはた
だの背景としてあるとしか思えなかった、国の戦争をめぐるテレビ報道が度重な 、やがて物語の重要な伏線だったことが分 る仕組みだ。心憎い。
　次に役者たちの演技がよい。誰かが突出して目立つのでなく、と
いって引いているわけでもなく、その折々で一人ひとりのキャラクターが際立っている。
　つまり、役柄が生きている。登場人物たちが確かに物語 中で生
き生きして る。昨年の「
95」で南参が演出した方法論が、とても
よく息づいているといえよう。細かい ころにも目配りの利 た演
出で、落語のように「間（ま） 」でもって笑わせる。この「間」で笑わせることの巧みさに関して言えば、札幌でこの劇団をおいてほかには見当たらない ではないか（その達者さは釧路の劇団北芸の別役実芝居をほうふつとさせる） 。
　場面場面がメリハリが利いて生きているから、男女の生徒の淡い
恋の場面にじんわりさせられたかと思うと、次にはてんやわんやの場面に大笑いさせられ というジェットコースターの気分だ。
　ここで再び脚本の 白さに言及するが、物語はラスト、男女交際
もできず、懸けるものも見当たらず、そ 一方で屈託はあり 「何かでかいことをやる」と う野望だけはある いう男子生徒が、女子生徒に扮していた国防関係者のリクルートで兵士に徴用されるという結末だ。
　なんとも今日の若者たちについて批評的であり、皮肉の利いた物
語ではないか。私はこのラストで背筋がぞっとし、次にはじっ 考え込まされた。
　全てを見終えての帰途、チラシの文言を読み返すと、 「そして、気
が付いたら始まって る戦争。ダラダラしながら進んでいく。ダラ
ダラしながら呑み込まれていく。 」とあるではないか。な ほど。チラシが完成した時点で、物語は周到に準備されていたわけだ。
　良いものをつく
るには時間が必要
yhs「THE KING OF ROCK AND ROLL」
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（札幌芝居は粗製濫造が多すぎると思う）という見本のような作品だ。最後に出演者名を書き記しておく。能登英輔、 今井香織、 吉竹歩、井上亮介、小林エレキ、菜摘あかね、小原アルト、福地美乃、イシハラノリアキ、 氏次啓。 このうち誰一人欠けても成立し得ないような、緊密なつくりの物語でもあった。お見事。
　斎藤歩作・演出・音楽のＴＰＳ「アンダンテ・カンタービレ～歩
く速さで、歌うように～」 （十一月十八日、シアターＺＯＯ） 。この芝居は確か私が北海道新聞文化部勤務時代に最後に書いた劇評ということで、それ自体が思い出の深い舞台だ 〇四年五月二十八日夕刊に掲載された劇評を再掲しよう。
　見出し「 〝劇的〟避け気張らず描かれる人間模様」　北海道演劇財団主宰劇団シアタープロジェクトさっぽろ（ＴＰＳ）
のチーフディレクター斎藤歩が四年ぶりの新作を自ら 出した。前回公演のシェークスピア作「冬物語」の楽器演奏を身一つの歌声代え、過疎の町の合唱団の人間模様を笑いを交えて描く佳品
　市町村合併がとりざたされる過疎の町の青年団合唱団。明治から
の歴史があり、かつて五十人もいた団員が今はわずか 団長で吸収合併に反対の僧侶（永利靖） 、 町内に唯一銅像 建つ前町 の孫（木村洋次） 、気の良い教育委員会職員（高田則央） 、札幌 ら転勤してきたばかり 高校教員の合唱指導者（宮田圭子） 、派手な衣装でせわしない生命保険外交員（原子千穂子） 、帰郷したバツイチの女性（吉田直子） 、忙しい介護職員（山本菜穂 と高校を卒業したてのフリーター（金子剛 今回は川崎勇人） 姉弟。性別も世代、合併や合唱への思いも考えも違う八人が、心も揺れながら晩秋の町民文化祭へ向け練習を重ねるさまが、一場二十分程度の五場に季節を凝縮して描かれる。
　とはいえうまく歌うことにかけた熱血根性ものではない。 「でき
以上のことをやってしまうと問題になる」 （劇中せりふ）ような小さな町で、 〝劇的〟な物事を避け、何とか自分たちの好きなことをできる範囲で続けていこうとする自然な姿だ。だが発表が近づけば、人それぞれ頑張り 尺度の違いが表面化し 関係もぎすぎすし始める。芝居はそのあたりの様子が、時に淡いと思えるほどに気張らずに描かれる。
　心のひだまでには立ち入らず抑制したせりふ、いくつかの〝劇的〟
な場面の省略と併せ、終幕の合唱に至って観客個々に心の中での物語の創造を促す作劇だ。
　以上が二年半前の劇評。　時を経て見ると、芝居は思いのほか感情が露出している。高校教
員が団員を叱咤する場面など、結構言葉が毛羽立っている。
　それでは二年半前、淡いと思ったのは何だったのだろう。　いや、それも真実なのだ。それも真実で、今回見 も真実 た
だ演ずるものも見るものも年を取ったことで 少しずつ何かが変わっている。これが生身を見る芝居ということなのだ。
　ある芝居の誕生から、それがレパートリーとして再演を重ね、そ
れに立ち会うということは初めてなので、年を重ねるということに思いを至すのだった（ＴＰＳの「亀、もしくは…。 」も「冬のバイエル」も誕生には立ち会っていない） 。
　初演から変わったのは、北空知のパバロッティこ 山野久治の出
演。男ながらに芝居に花を添え た。
　ＳＫグループの「Ｂ計画～ビー・プラン 彼の住む星～」 （十一月
二十九日、シアターＺＯＯ）であ グループ 長すが 公の脚本・演出で、彼らしいサスペンス仕立ての物語だ。
　建設途中のマンションの一室。深夜、この３ＬＤＫの一室に、こ
こを購入したウノサト （立川佳吾）が潜入していた。自ら 宇宙
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人と名乗る者たち（小山めぐみ、天野さおり、高橋逸人）が夜な夜な何やら話し合っていると知ったからだ。そして何より、彼の妻が数カ月前、 「宇宙人の子どもが出来た」と言っ 失踪していたからだ。サトシが会った者たちは「この星には次のプランが必要だ」と言う。そして「彼」という謎の存在の意向に添 て活動しているという。果たして彼らの正体 は何なのか。 「彼」とは誰か。そして妻はどこへ行って まったのか。
　すがの作品の特質である、場面場面の断片から構成されるような
物語。最初、観る側はとまどうだろうが、ばらばらのかけらだったものが骨格を整え、筋立てが分 てくると、その周到さ、ごく微妙なバランスの上に立ったような物語の繊細さに驚くことになるだろう。
　今回も笑いの場面はさほどなく、役者たちのアンサンブルも巧み
な緊密な劇空間が一時間半余り続いた。
　ただラストの、ある一言のキーワードは、客席にはっきりと聞こ
えるようにすべきだと思う。きょうは聞こえたけれど、あれが聞こえると聞こえないとでは、物語の受け取 方が るで違うだろう。
　今回は十五ステージという長丁 で、五通りのキャストがあると
いう変則構成。すがのは、そしてＳＫＧは、どこまでも突っ走り続けるのだろう。
　怒涛の十一月が終わっ 。怒涛の、と うのは札幌劇場祭 こと
である。
　札幌劇場祭とは札幌にある八つの劇場（演劇専用小劇場ブロック、
扇谷記念スタジオ 　シアターＺＯＯ、 札幌市教育文化会館＝以下「教文」 、札幌市こども人形劇場こぐま座 札幌市こどもの劇場やまび座、サンピアザ劇場、生活支援型文化施設コンカリーニョ ターミナルプラザことにパトス）が手を組んで、三十のプログラムを上演
した試みのことだ。観劇者がぐるぐる札幌市内を回ることから、別名「シアターゴーラウンド」 。札幌劇場祭自体は昨年、シアターＺＯＯのみで行われたが、この規模で行われたのは初めて。
　そして今回、札幌舞台芸術賞というものも設けられ、私も審査員
七人の一人として、審査対象十八本中、十五本を観た。
　土日に芝居四本を観るのは私にとっては日常なのでさほど大変な
ことではなかったが、自由な気持ちで観るのと、審査の めに観なければならなくて観る（もっとも根 好きだから苦痛ではなかったが）のとでは、やはり消耗が違った。十一月には従来になく劇評を書いたが、いずれもがノミネート作品だった。
　そして十一月三十日、審査会が開かれた。かんかんがくがくの審
査を経て、出た結果は札幌舞台芸術賞札幌劇場祭２００６大賞が弦巻楽団の「死に いヤツら」 、新人賞 劇団リベラルシアター 「ＦＦ」だった。大賞は東京公演への助成、新 賞は札幌公演への助成が行われる。
　かんかんがくがくと書いたが、 「あそこ だけは授与したくない」
とか「あれは芝居ではない」とか、それ もう書くのもはばからるほどに面白い激論なのだった。
　〇六年の観劇が終わった。　一月のＴＰＳ「西線
11条のアリア」 （シアターＺＯＯ）から十二月
二十四日のｓｋｃ サンタのうた」 （同）までで百四十六本（オペラ、バレエ、ダンス含む。同一演目 複数観劇含む） 。もしかしたら〇五年より減るのではないかと思っていたが、〇五年の百四十四本を二本上回った。
　月十二本。週三本。案外これが、札幌演劇の上演ペースかもしれ
ない（二百四十四本観た年は東京観劇も多かった） 。
　十二月十六、 十七日と東京で芝居を五本観てきた。青年団の「ソウ
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ル市民」 「ソウル市民１９１９」 、竹中直人の匙かげん「そう。 」 、野田地図「ロープ」 、風琴工房「食卓夜想」 。また別に書く機会もあるだろう。
　〇六年のまとめである。　〇六年は札幌演劇界に朗報が相次いだ。　まずは三月に劇団千年王國主宰の橋口幸絵が 「若手演出家コンクー
ル２００５」で最優秀賞と観客賞を受賞。四月には江別の「ドラマシアターども４」が復活した。五月には札幌・琴似のコンカリーニョが新生。八月には、発足十周年を迎えた北海道演劇財団の祝い 会が開かれた。また十一月には札幌市内八劇場が組んで初の「札幌劇場祭」 開かれた。
　従来はばらばらに行われていた各劇場の企画機能が一カ月に集中
して展開されたもので、これが拡充すれば大したことになるの はないか。各劇団の中で「十一 演劇を打つのは勇気がいる」ということになって質 高まり、一方で劇場プロデューサーの中から、明日の北海道劇場の企画運営を担う人材が出てくるかもしれな 。
　その日を楽しみに待とう。　　さて二〇〇六マイベストの選出だ。　端的に言う。二〇〇六マイベストはｙｈｓ「
TH
E 　
K
IN
G 　
O
F 　
R
O
CK 　
A
N
D 　
R
O
LL 」 （十一月）に決めた。ｙｈｓは二年連続の受
賞だ。選んだ方が言うのもなんだが、おめでとう。しばらく一月の「西線
11条のアリア」がそのまま行くかとも思ったが、今年も大詰め
で決まった
　間（ま）で笑わせる域 達したｙｈｓは、これからますます伸び
ていくのではないか。いっそうの集客にもつながることを期待したい。なにせ、もったいない。みんな、 ｙｈｓをもっと見よう。
　個人賞はまず、演目自体がもともとあったということを差し引い
てもなお、指輪ホテル北海道公演「
Please 　
Send 　
Junk 　
Food 　
in
　
H
okkaido 」 （八月、コンカリーニョ）の女性たちに。女性の、幼
児から少女、女の子、女性へと成長する過程に物狂おしいほどの愛おしさを薫らせた彼女達に乾杯。
　個人賞はもう一人、弦巻楽団の劇作・演出弦巻啓太に授与しよう。「幻じゃなく、 夢のようなだけ」 「死にたいヤツら」 「センチメンタル」という一連の作品はいずれも水準が高かった（もう一本、夏の高校野球決勝、駒苫対早実＝十五回までの時＝の裏で、札幌・サンピアザ劇場で行われた毎日新聞社主催の講演会での戦争に関する芝居もあった） 。来年はな いっそうの面白さを期待する
　道外賞は黒テントの「ど」だろう、これはやっぱり見た時の率直
な感想。
　　〇七年はまずイラクの劇団ムスタヒール （しかめっ面の） アリス 「バ
グダッドの夢」 （一月十六日、シアターＺＯＯ）だ。サラーフ・アルカサーブ（バグダッド大学演劇学科主任教授、博士 作・演出。
　札幌が世界初演の演目である。東京の小劇場「タイニイアリス」
の企画で、札幌、東京、仙台を巡演することになり、その一カ所目になったのである。
　芝居は、ある一軒の古い家にどうにか耐えて住んでいる人々の物
語。屋根が穴や割れ目だらけで、彼らはいつ雨が降るかとても心配している。
　そんな中での食事。やがて彼らは何ものかに蝕まれるように、リ
ンゴをかじったり、 そのリンゴを床に叩きつけたり、 喧嘩をしたりとその行動が狂気を帯びたも に変化していく。そして、舞台奥にイラクの現状（硝煙の上がる街並み、米軍兵士たち…）のビデオが投
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影され、彼らの狂気はさらに深まっていくように見える。という物語が俳優の身体とセノグラフィ（シーン＋グラフからつくられた美術や建築、演劇など芸術分野で使われる特別な造語）という前衛的な手法で表現 る。 （なお芝居は、真っ暗な劇場内に、イラク製の懐中電灯を持った観客が分け入っていくという趣向で始められる） 。
　「バグダッドの夢」という題名からは「夢」や「希望」といったも
のを予想していたが、それとは全く逆に、過酷な、極めて辛酸な現実を反映した物語が展開された。そこには日本 見るニュ スだけでは分からない、イラクに バグダッドに生きる、生きなければらない人たちの、 像を絶する厳しい現実が反映していたように思えてならない。
　劇中、上半身裸の男が身体をくねらせるダンスを踊るが、あれは
何かの象徴だろうか。家族に降りかかる災厄とも、かすか 希望の兆しとも、どちらとも受け取れるのだっ 。
　アフタートークは役者やスタッフら約十人と、観客三十人余りが
残って飲食つきで行われた。 「フセイン政権時代と今 で表現 るものが変わったか」との私の質問に対し、 「以前から今回のような芝居を上演しており、変わっていない」との回答がなされたの 印象的だった。
　「アイヌ逓送人 　吉良平治郎」 （一月二十日、 札幌・かでる２・ ７ホー
ル）である。
　アイヌ逓送人と、あえてアイヌ民族を謳ったのには訳がある。そ
れは、この殉職が伝えられるにおいて、吉良がアイヌ民族であることが、あえてかなにか、伝えられ なかったか である。
　この芝居は、この殉職した主人公が であることを意識
し、その上でこの主人公がいかに仕事に殉じ を緻密に描 たものなのである。
　作・松浦寛、脚本制作グループ・秋辺日出男、中村博、松浦寛、監修・
松本成美、演出・尾田浩。
　芝居はアイヌ民族の山本多助エカシ（浅太郎）と叔母吉澤サク（上
西千鶴子）の昔語りの形で上演される。幼くして両親と別れ、十五歳にして病気で左半身を不自由としたコッコッ（平次郎の愛称、アイヌ語で「かわいい」の意）こと平治郎（たまだまさき） 。その人生が二時間の中に実にうまく凝縮されて表現される。
　「文学」が先にあるはずの新劇で、 「文学」が先に際立ってとんがっ
て見えてこない、いわゆる「新劇臭」がないのが尾田の演出の一番の功績だったと思う。
　これは市民劇場ならではのことなのだが（今回は「吉良平治郎」
公演実行委員会となって るが、母体は釧路演劇集団だろう） 、あまた出る子役にまで尾田の演出の神経は行き届いていた。あっぱれである。
　物語も、平治郎を単なる英雄と描くことはせず、血 通う一人の
人間としてと訴えるに十分な説得力を持っていた。
　会場は立ち見も出る盛況だったが、それにしても中劇場ではまれ
にみる成功した舞台ということが きるだろう。
　故郷釧路市で芝居を見てきた。二月十、 十一日、 アートスペース 「ジ
ス・イズ」二階ホールでの太田省吾作、加藤直樹演出 劇団北芸（加藤代表） 「棲家（すみか） 」 。
　私の文化部記者時代からの北海道新聞の熱心な読者なら、劇団北
芸と聞いてピンと来る方がおられ かもしれない。
　そうである。別役実作、加藤演出で二〇〇三年のマイベストを受
賞した「この道はいつか た道」の、あの北芸である。
　「棲家」 、まさに至芸である。北海道演劇の極北である。　いまはこの至芸に触れ合えた時への感謝と満足感が私の中を満た
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している。まさに充足である。歓喜の歌を歌いたい気持ちだ。
　舞台は、数本の柱と床（六畳）が残されているだけの、解体工事
の終えかけている家。どうやら娘夫婦が新しく現代的にリフォームするらしい。そこで、その家とともにあった来し方への思いにひたる孤独な老人が、亡き妻との対話にいざなわれてゆ …。
　老人・加藤、老女・森田啓子、娘信子・山谷真悠の三人芝居である。　加藤の老人が素晴らしい。 何より自然で、 演技を超えた演技である。
どこかしこにいそうな、一人の老人が目の前 立ち現れている である。この加藤の演技ならぬ演技、役者ならぬ役者ぶりは、皆さんに一度でも見てもらうほかはな この自然さには驚くべきものがある。
　そして森田の老女。加藤の老人の記憶の産物か、思いの結晶か、
途中、自らが涙ぐむ場面もあったが、老人を支えて余りある好演だった。
　信子の山谷はこれが初舞台だという。なかなかどうして、そうは
見えない堂々たる役者ぶりだった。
　老人は老女と話してい 、すると老女が向こうの世界へ戻ろうと
するのである。バッハの「アリオーソ」の音楽と相まって 何とも切ない、 やるせない、 それでいて生きる との意味を問い掛ける、 「老い」と「死」をテーマとした名作なのであった。
　太田省吾と聞いて、このブログの熱心な読者ならば思 出すかも
しれな 。
　そう、私が生涯を通じたマイベストとしている転形劇場「水の駅」（〇六年三月「エア」の項参照）の作・演出である、あの太田省吾である。
　この「棲家」という作品は、太田が 今は亡き名優中村伸郎（小
樽市出身）に当てた「あて書き」 （ある俳優を念頭に書かれた作品）
なのである（一九八五年） 。
　そして、実は私自身が、この作品を、 「この道はいつか来た道」を
見た後に、 「加藤・森田コンビならできるかもしれない。成立するに違いない」と、戯曲をコピーして北芸に送ったのであった。
　加藤・森田も以前から考えていたと言い、つまり私は今回の芝居
を上演するに当たって二人の背中を押したようなものである。
　そういう意味合いからも この舞台が相当な高水準で成立したこ
とには、私は感慨深いものがある である。
　さらに場としての「ジス・イズ」 （マスター小林東）は釧路の名に
し負うジャズ喫茶である。その二階が演劇や美術などの多目的ホールとして使えるようになった、 そ こけら落としとして 公演であた。
　この「ジス・イズ」は、私が高校時代から通っていた場所で、村
上春樹の「風の歌を聴け」の「僕」にとって 「ジェイズ・バー」のような、私の青春にとって、いや今なお大切な場所なのである。
　そうした「場所」と「思い」が幾層にも積み重なって、 今回の「棲
家」が成立したのであった。
　その「棲家」が〇八年四月、札幌・シアターＺＯＯで上演される
ことが決まった。今から非常に楽 みであ 。
　三月四日、かでる２・７ホールでの劇団うみねこ（小樽） 「失わ
しもの～昭和二十年七月十五日 　そ 日小樽に空襲があった」 （作・演出吉川勝彦） 。
　あらすじは、元教師 文江（石田美樹子）の周りから次々と男
戦争にかり出されていった。残る者は竹槍訓練や防空壕づくりに明け暮れていた。かつての教え子、京子（木内彩花）と夏子（高野晴香）がお土産に砂糖を持ってやってきた。甘く作っ 片栗粉 囲んで、明るい彼女たちと ばし楽しい時を過ごす山田家 人々であっ
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た。しかしある時、元同僚の里子（高野秀子）から「あなたはかつての教え子に何か吹き込んでいるのではないかと通報が っ のよ。軍国の元 師としての姿勢がなっていない」と叱責されてしまう。夏子が軍国少女として生きる悩みを相談しても、満足な答えを返してやれない文江を見て、 長男良一（川口岳人） 「なぜ」と問う。 「治安維持法のもとで、お国の方針と違う答えの教師がたくさん逮捕された。 戦争が本当は悪いことだって言えなかった。 こわくてこわくて、言えなかった」と告白する。次女智子（武部亜沙美）には、お互にほのかな恋心をいだく相手が た。 かしその彼に召集令状が届き、ついに良一にまで召集令状が来てしま た。
　そして、その日は小樽祭りの日。 「空襲！空襲！」の声が響く中、
山田家の人々は…。
　小樽公演の時 事前に戯曲を見せて頂いていた（当日は見られな
かったので） には、現代の場面もあり、現代の脳天気な人々の批評的視点もあった だが、今回は時間の関係か何かで省 れ いた。
　みな好演ではあった 、 「戦争 いけない」と うことを抑えた中
にも真摯に伝えられていた。
　だが、何か私には芝居が全体的に舞台上にだ こもってしまっ
印象で、観客席 ど と押し寄せるものが感じられなかったのが惜しい。
　そしてラストも あっけなく終戦を迎えたのは意外だった。
と延ば てもいいのではない と思ったのだ
　北海道舞台塾「不思議の国の大人のアリス」 （脚本・演出清水友陽、
芸術監督イナダ）は三月十日、札幌・ちえりあで見た。
　内容は三十一歳の独身女性さくら（高石有紀）がウサギの耳をつ
けた憧れのシロカネ（イシハラノリアキ）の後をつい 穴に入り中学生時代に戻り、自らの心の傷を癒やす、といったもの。
　ここがホールではなく、紅（劇団唐組）でも紫（劇団新宿梁山泊）
でも黒（劇団黒色テント）でも、とにかくテントのテント芝居だったら、印象はもっと良かっただろうなと思う。
　芝居には内容に合った場のしつらえというか、そういうものがあ
ると思うのだが。
　物語はエンターテインメントを目指しているのだろうが、そ と
もなりきらず、便座に座った女王様が出てきてから動き出して、なんだか中途半端な自分探しの旅に終わってしまった気がする。
　ただ、 踊りが浮ついておらず、 物語にはまっていたのは幸いだった。　演劇集合体マキニウム「僕達の彷徨（ほうこう） 」 （作・演出槙文彦）
も三月十日、ことにパトスで見た。
　死んだ者たちが 生きている人たちに何か良いこと しようと集
まるが、方向性が定まらず、ましてや死んでもなお悪に手を染めようとする者がいて、思いが瓦解していく物語
　一見、丁寧なつくりで好感を覚える。だが、その半面、見る人に
思いの入り込む余地がないつくり のではないか、とも思える。
　すべからく言葉に頼っている感じで、結果的に説明的なのだ。　もっと見る者を信頼していいのではないだろうか。　見る者の想像力に任せてもいいの はないだろうか。　毎回、実に微に入り細をうがつような芝居づくりに感心するだけ
に、今回は特にそう思った。
　最後の創造は見る者 委ねよ と。　
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ZZIC. 「…それでも彼女は続く。 」 （脚本・
演出
O
Y-Zee.5 ）は三月十八日、ブロックで。
　脚本・演出の彼（ミヤザキというらしい）はｙｈｓにも所属して
いて、昨年のシアターホリック大賞受賞 立役者の一人だ。
　あらすじは、
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～その日、樋野下家の姉妹達は久しぶりの三人での夕食を楽しんでいた。心配性の長女、夢見る次女、抜けてる三女。とりとめのない会話、何でもない日常 なにもかわらない三人、その時、携帯が鳴る。…それは、ある男の死を知らせる のだった。～
　で、チラシには、恋人と死ぬはずだった女に紅月鴉海、女に惚れ
られる女に十日市恵子、恋人が死んだ女に菜摘あかね、恋に恋する女に青木玖璃子、恋人の妹に手を出す男に潮見太郎 女が好きなに小助川小助、様々な女にこもりまりも、とあって、芝居では確かにその通りなのだが、ここまでチラシに書いてあっても、けっこう見せ方がうまい。
　ＯＹ（以下、略）はけっこう手堅い演出をすると見た。これから
目が離せない札幌の演劇人の一人だと思う。
　これは買いでした。　一九六五年生まれの私に、七二年の「札幌オリンピック」は甘く
懐かしい響きの言葉だ。当時は出生地 釧路市で 市役所 前で行われた聖火リレーを見に行ったことを覚えている。 札幌五輪のイメージソング「虹と雪のバラード」 （作詞河邨文一郎 作曲村井邦彦 歌トワ・エ・モワ）も同様に耳に懐かしいもので、今ではカラオケでの愛唱歌でもある。
　私と同年齢の斎藤歩がこの歌をモチーフに創作すると聞いた時、
静かで落ち着いた「冬のバイエル」 （斎藤作・演出）のような佇まだろうと想像して 。これがなんと、スラップスティック調の七転八倒、笑いどころ満載の冒険譚だった だから、まったく 驚きである（観劇日三月二十一、 二十四日、シアターＺＯＯ） 。
　舞台はオリンピックから三十五年経った札幌。そこでは一般道民
が知ってか知らずか、深く静かな闘いが続けられていた。国に搾取され続けてきた北海道の独立共和国化を画策する芥川（高田則央） 、
英美子（宮田圭子） 、沙希（内田紀子）たちの闘いだ。彼らは「虹と雪のバラード」に込められた「 『健全で爽やかな理想』と『北国に生きる人間の誇り』のようなもの」 斎藤のパンフレットの言葉）を信奉して闘っている。いわば「虹雪原理主義」に生きる「虹雪原理主義者」たちだ。
　当面の敵は、独立を阻止し、他の都府県民同様に道民すべてにＩ
Ｃチップを埋め込んで管理しようとする国家特命警察の刑事、ゴリ（林千賀子）とスコッチ（岡本朋謙）だ。
　その闘いに、 妹を捜して日高管内新ひだか町からやって来た男（川
崎勇人）や、会社を辞めるべきか迷っている本郷（木村洋次）が巻き込まれてしまう。その妹こそ、日ごろ中華料理店で札幌ラーメンを作っている〝虹雪ローザ・ルクセンブルグ〟こと沙希だ。
　また彼らに、ロシア製の人形マトリョーシカに電子楽器テルミン
を組み込んだ不思議な楽器マトリョーミンを駆使す 占 師の女 （山口清美）と沢田（永利靖 が微妙に絡む（もっと絡んでよかったとも思うが） 。
　「虹雪」を歌い、演奏する原理主義者たちの集会、パレード 、
七〇年代ファッションに扮装した刑事二人が紛れ込む。が、 「魂」のない二人は早々に身元がばれてし う。
　…といった物語は実に荒唐無稽でパワフル。混沌としはじけて弾
んでいて、唐十郎らのテント芝居の猥雑なテイストも感じら る。やるじゃないかＴＰＳ、やれるじゃないかＴＰＳ。大向こ か「よっ、ＴＰＳ！」と声がかかりそうな舞台だったのだ。
　実は私、 「虹雪」を見る前の十七日に札幌・道新ホールで
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ork 「僕たちの好きだった革命」 （原案堤幸彦、企画原作・脚
本演出鴻上尚史）を見ており、 ダブる内容に驚いてもいた。 「僕たち」は、学生運動さなかの六九年、機動隊のガス弾 受けて意識 明に
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陥った高校生が三十年後の九九年、奇跡的に意識を取り戻し元の高校に復学する。彼は昔のままの過激な言動で学校側と対立する。そして闘いを知らない現代の生徒たちを巻き込んでいく…というもの。
　その目で数日後に見た 「虹雪」 は 「僕たち」 同様、 現代に生きる者を、
そして独自に北海道に生きる道民たちを、批評しつつも鼓舞していたのだ。鋭敏な舞台人が芝居に反映させる時代の息吹を感じたひと時であった。
　「虹雪」は、芥川からオートバイ用ヘルメットを譲られた新ひだか
町の男が、仮面ライダーの変身を真似るところで終わる。彼が今後、「虹雪原理主義」に目覚めるかどうかは分からないが、 彼の中に「魂」は息づき始めたし、主義者の闘いは続く。そして北海道民が誇り持って生きる限り、 「虹雪原理主義」は永久革命思想として生き続けることを、この芝居は希望を持っ 鮮明に語 ている。 （こ 項、北海道演劇財団広報紙
N
o.24
より）
　昨年、主宰の橋口幸絵が若手演出家コンクール 最優秀賞を受賞
した実力派劇団・劇団千年王國。その新作（橋口作・演出）が「スワチャントッド」 （四月十五日、コンカリーニョ）だ。
　これは実に「居ごたえ」のある音楽劇だった。「居ごたえ」とは、見ごたえ、聞きごたえに同列すべく、私が考えた造語。つまり、演劇が上演される劇場に「居ごたえ」があったとは、私なりに、趣向が凝らされ この芝居への何物にもかえがたい贈り言葉なのだ。
　物語をチラシから見ると、 「北国のみなとま
ち。漁船で海を漂う男たちに、陸の家族からのこまごまとした伝言をモールス信号で送る姉（チネン＝村上水緒） 、妹（チキタ＝栄田佳子）
のもとへ家庭教師のトッカ（かとうしゅうや）がやってくる。言葉を使わずモールスの符号を使っておしゃべりする妹とその先生になったトッカはトントン・ツーのモールスから進化した、スワチャントッドのリズムを見つけ話しはじめる。そのリズムを偶然受信した電話交換師（能代祐子）は、スワチャントッドのリズムが打たれたその日、街で１件の殺人事件も起こらなかった事実を伝えに姉妹の住まいを尋ね１件 死刑執行を止めてくれるように依頼する…」 。
　そして物語は、チネンの弟ジンカッタ（柴田智之） 、チキタの兄カ
ントット（岩田雄二 このあたりいよいよ複雑になってます） 、 べての母サヤ（佐藤素子） 、漁師（赤沼政文）らを巻き込んだ、血 恩讐の様相を呈していく。
　…という複雑な物語が、時間を追って登場人物が多くなるごとに
なかなか見えにくくなっいって、最後近くになってようやく見えるようになる（私の場合）のが 難点といえば難点。テーマは、 普遍的な 「許
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しと再生」 、というのは分かってくるのだが…。
　しかし、この芝居の魅力はな
んといっても、芝居全体で、暗転も含めて繰り出される、 「スワチャントッド」に代表 リズムだ （作曲福井岳郎） 。これが八人による手近なもの（鍋 コップ、いす、机などなど）による演奏となると まさにジャズインプロビゼーション 即興演奏）の感じ。自由、自由、自由万歳だ。書き言葉 んてくそくらえ、 リズム、 リズム リズムだ。
　と、書いている私は矛盾しているのだが。そんなことくそくらえ。
スワチャントッド、スワチャントッド…。橋口は、書き言葉を、実は信用しているからこそ リズムに頼れ の と思う。
　そして、コンカリーニョの舞台上に丸太五本を配し、木の触感を
醸した見事な舞台装置（舞台美術松井啓悟） 。素晴らし というしかない。
　実は、橋口は、この地札幌で、独自に、チームナックスよりイナ
ダ組より、 ＴＰＳより、 演劇に新たな手法を見出しつつある気がする
　別の言葉で言えば、串田和美ワークショップに一年目だけ参加し
た橋口が、 一人の女性演出家として、 あの濃密な時間の実験の成果を、如実に、見事に結実しつつある気がする。そしてそれはいつまでも、しつつあるという状態だろう、いい意味で。
　同じく現代北海道を中心に芝居をしているチームナックスがタレ
ント化して芝居への観客の距離感を縮めている中、千年王國は、 「こういうものも北海道にはある だ」と、本当に観客の集まってほしい劇団だ。
チームナックス「ＨＯＮＯＲ～守り続けた痛みと共に～」 （森崎博
之作・演出）は五月五日、札幌・道新ホールで。
　三月だったかの電話予約で二時間ぐらいかけてようやく取った座
席である。
　芝居は、ある村の木を守り続けている老人と青年たちの成長の物
語とでもいえばいいだろ か。
　もう書くまでもない人気者五人（森崎、 安田顕、 佐藤重幸、 大泉洋、
音尾琢真）がそろっての和太鼓演奏 見事であり、エンターテインメント的にも確かに成長し続けているなと思わせた。いわゆる「役者やのう」 （古い）と うやつである。
　五人が今後どういう活動を示して く 、興味深いところであ
る。
　弦巻楽団「君は素敵」 （作・演出弦巻啓太）は 月二十八日、コン
カリーニョで見た。
　弦巻といえば、遊戯祭２００６の「死にたいヤツら」で同祭最優
秀賞を受賞。さらに同作品で「さっぽろアートステージ２００６舞台芸術部門札幌劇場祭シアター・ゴー・ラウンド２００６」の大賞をも受賞した、札幌演劇界きって ストーリーテラー。
　今回も知北梨沙ら女性ばかり七 の俳優で、結婚詐欺 なりわい
とする四人姉妹のシチュエ シ ン・コ ディ をテンポ良く仕立てていた。
　だが私には狂言回し役の四女の声がどうも耳に障って そのこと
ばかりに頭がいってしまって、これぞ楽しきとまではいかなかったのが残念。
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　ｙｈｓ「タルタル・タウン」 （脚本・演出南参）は六月三日、札幌・
シアターＺＯＯで見た。
　実は今年四月から、ＳＫグループのすがの公団長の主導で、 「シア
ターＺＯＯ演劇祭」 （今年の通称ＺＯＯ７＝ズー・セブン」 ）なるものが始まっていて、これにはＳＫＧをはじめ、ＡＮＤ、ラビカ、演劇公社ライトマン、ＲＵＳＨ
!!と ｙｈｓが参加していた。
　私は六劇団のうち、三つし 見られなかったが、最後を飾った「タ
ルタル・タウン」は私にとって最も面白かった印象なので紹介しておく。
　舞台は、タルタル・ソースをつくっているというブラジルの架空
の日系人街タルタル 。そこでの八十年間を描い 群像劇である。まるでソーントン・ワイルダーの名作「わが町」を思わせる話の運び方だ（早川文庫から出ています ぜひご一読 ）
　ただ、今はすっかり寂れてしまっているというのがミソで 芝居
はその寂れた現代から、 幽霊（小林エレキ）の昔語りのような展開で、過去へとさかのぼっていくという構成である（いい味だしてたなあ、小林エレキ） 。 　そこに切ないものが立ち上 のだが、ただそれだけに終わらせない が南参特有の才能で、切ないな らも大笑 させる手腕はさすがである
　俳優では、 ホームレスの娘役を演じた井上美幸に特に好印象 持っ
た。最近、女性のきんきんした声に滅入って た だが、彼女の声は少なくともそうではなかった。
　七月七日にターミナルプラザことにパトスで見た、
The U
nited 
Collaboration( ユナイテッド・コラボレーション、札幌
) の「こんな、
ゆめを、みた。 」である。
　岸田國士（くにお）という、劇団文学座の創立（一九三七年）メ
ンバーでもあり、劇作界の芥川賞ともいわれる岸田戯曲賞にも名を
遺し、次女は先日亡くなった女優岸田今日子という、日本の劇作家の古典「チロルの秋」 「紙ふうせん」 「ぶらんこ」の三作をオムニバス形式で上演した、挑戦的な試みである（演出はＴＵＣ） 。
　果たしてその結果は、今年の札幌演劇界における一つの成果だっ
たと言えよう。
　ひと時の「夢」のように幻想的に構成される三作を通じて（登場
人物は少ない） 、男は甲斐大輔 女は高橋千尋が演ずるのだが、二人とも入魂の演技だったと思う。
　そして作品と作品 間は、一人の少女によって狂言回しされるの
も、一趣向であっ 。古典を今に生かす試みには、戯曲をよく読んで大胆に脚色することが必要だということの証だったとも言えよう。
　ただ、ラスト、女が死んだようなイメージとなるのは、戯曲にも
しないのならば、 その点だけは少々なくもがな、 だったかもしれない。後味が微妙にまずくなった気がする。
　この劇団というか、ユニット、様々な実験的試みをもくろんでい
るようで、今後が楽しみである。
　宮沢賢治原作、北川徹演出のＴＰＳ「銀河鐵道ノ夜」は、
二〇〇五年の初演から二年ぶりの再演。今回 札幌交響楽団の元首席チェリスト土田英順を生演奏に迎え 小劇場ながらもスケール感のある舞台に仕立てあげた。
　観劇日は七月二十七日。折しもサンピアザ劇場（地下鉄東西線新
さっぽろ駅）周辺は夏祭りの最中。子どもたちや家族連れ 大勢繰り出していた。物語の設定は「銀河のお祭り」の日のこと るから、またとない日の観劇であ 。夜店に集う人たちの雑踏を縫いがら、すでに私は物語の一員 なったようなわくわく感を抱いて場へ入った。
　元映画館であったサンピアザ劇場は、 ＴＰＳが本拠とするシアター
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ＺＯＯの約二倍の広さ。今回の芝居では、会場後ろの入り口からもキャストが登場する機会が何度もあり、会場をめいっぱい使った感がある。
　冒頭、あの有名な「ではみなさんは、そういうふうに川だと言わ
れたり、乳の流れたあとだと言われたりしていた このぼんやりと白いものがほんとうは何かご承知ですか」とのせりふが、先生（林千賀子） ばかりか教室中の男女から発せられる。見方によっては少々小うるさ 場面だ 、これによって主人公ジョバンニ（斎藤由衣）の抱える孤独感がいっそう増すのである。
　物語は、唯一人の友カムパネルラ（川崎勇人）を心の拠り所とす
るジョバンニが銀河のお祭 の夜、いつ 間に カムパネルラと銀河鐵道に乗っていて、見知らぬ世界を旅し、鳥捕り（永利靖）や燈台守（岡本朋謙） 、沈んだ大型客船に乗っていた青年 立川佳吾）少女（内田紀子）らに出会い、 「ほんとう 幸」を探そうと決心するが、気が付くと元の丘に戻り、カムパネルラは川に流され いると
いうもの。
　二年前に見た初演の印象は、 北川演出の特長である「ここ（劇場内）
ではな 、どこか遠くの誰かに伝わるような芝居づくり」ではなく、ただ名作をなぞった感がしたのだったが、今回は新たな構成 、まったく違う印象だった。
　理由はいくつかあるが、まず何と言っても土田の参加が挙げられ
よう。物語全体を俯瞰するような、もの言わぬ宮沢賢治のような立場で随所でチェロを生演奏し、芝居に膨らみと奥行きを持たせた。特に青年が客船の沈む様子 語 場面での、土田唯一の作曲であるという「想念」はぴたりと まっていた
　照明（赤山悟） 、音響（五ノ井浩） 、美術（高田久男）の仕事も忘
れてはいけない。元映画館という特性 最大限に生か 、そこがまるで星空の下であるような、いままさに銀河鐵道が走り抜けていくような効果を存分に現出した
　役者陣では川崎の成長ぶりが目覚ましい。ちょっと謎めい 不思
劇団イナダ組「第２柿沼特攻隊」
シアターキャンプ・イン・北海道
 「トリスタン・イズー物語」
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議な少年カムパネルラを静かな佇まいで好演。斎藤の繊細な糸が張りつめたような緊張感も印象的だ。立川、かとうしゅうや（車掌役など）の客演陣も十分に力を発揮したと言えるだろう。
　名作をなぞっただけのような感のした初演にはいささかがっかり
していただけに、私には、今回の再演で北川版銀河鐵道がまさに旅を始めたように思える。 （この項、 北海道演劇財団広報紙
N
o.25
より）
　プロデュース集団、リアル・アイズ・プロダクションの「ユー・キャ
ント・ハリー・ラブ！」 （脚本・演出弦巻啓太）は八月十五日、教文小ホールで。
　弦巻と言えば、ここで何度も書いたが、札幌きってのストーリー
テラーだ。
　その彼が今回挑戦したのは（再演だが） 、恋を馬鹿にしている、ど
ころか恋を憎んでさえいる、シェークスピア文学専門の英文学教授奥坂（松本直人）の、あらぬことか恋の行方。もちろん、弦巻御得意のシチュエーション・コメディーだ。
　恋の相手はコミュニティーＦＭ「ラジオヘルツ」のＤＪ里絵（安
福展子） 。しかし、奥坂は恋を憎ん いて、さて、果たしてこの恋の行方は、というストーリ 。
　軽快なテンポで、今回も見せた。私は、小さな小さな札幌・レッ
ドベリースタジオで 初演も見ているの が、やはり物語は大きさに応じて、打つ場所もところを得た方がよい見本であろう。
　それにしても、 弦巻のシェークスピア勉強の厚いこと。 劇中、 シェー
クスピアのさまざまな言葉、せりふが引用され が、これら 弦巻のあくなき演劇心に支えられていると言って過言ではないだろう
　軽快なコメディーを書かせたら、いま札幌で弦巻 右に出る者は
いない では いか。
　さて劇団イナダ組「コバルトにいさん」 （作・演出イナダ）は九月
一日、教文小ホールで見た。教文演劇フェスティバル２００７の参加作品である。
　物語はパンフレットによると、公園の片隅の段ボールハウスに一
人のホームレスの男 「コバルトさん」と呼ばれるこの男（納谷真大）は、ダッチワイフに「アサコ」と名付け、人間の女として生活を共にしていた。そこにある日、一人の中年男（野村大）が転がり込み、コバルト アサコとの奇妙な三人暮らしが始まった。しかしあ 日を境に、男の身に奇妙な出来事が起こり始めるようになる。それをきっかけに、アサコ 存在に疑問を持ち始める男。兄を探す女（山村素絵） 、 行方不明の女を探す男（川井〝Ｊ〟竜輔）の出現などから、物語は意外な方向へと展開していく。 が体験した不思議な出来事の裏に隠された真実とは一体何なのか？ 　やがてそれは、一人の女（小島達子）の失踪事件へと繋がって行く…という内容。
　イナダも新境地に達したかなと思った芝居だ。　四月二十九日にコンカリーニョで見た「第２柿沼特攻隊」も、御
得意の群像劇でそれはそれで面白 ったのだが、今回の「コバルトにいさん」は謎を謎のまま 終わらせながらも仕立てがうまく、見終えて不思議な感触、余韻を残した芝居だ 。
　納谷がホームレスの男を巧みに造形して好演。小島はさすがの演
技力を発揮していた。ほかに江田由紀浩が出演。
　それに今回はロ ドツアーとして旗揚げ十五年目にして初の道外
公演、福岡イムズホールでも上演した（九月二十二日 。果たして九州での評価はどうであったろう
　シアターキャンプ・イン・北海道については、昨年、深川市での
様子をリポートしたことが る。それが最終の三年目を迎えた。
　そこで一つの形、演劇作品として示されたのが、音楽劇「トリス
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タン・イズー物語」 （編ベディエ、翻訳佐藤輝夫、演出斎藤歩、音楽朝比奈尚行）だ。
　私が見たのは九月二日、札幌芸術の森野外ステージで。　そう、これは久々に見る野外劇でもあった（四日の歌志内、六日
の深川両市はホール内公演） 。
　物語は「ロミオとジュリエット」の下敷きにもなったという、ト
リスタン（ 崎勇人）とイズー（串山麻衣）という若者の少々身勝手な恋愛物語。これを、野外ステージの普段はオーケストラなどが使う屋根付きのステージに設えられた客席で見る。
　開幕。段々になった芝生の向 うの山から役者たち三十人ほどが
思い思いの楽器を手に手に、演奏しながらやって来る。物語の始まりだ。
　役者たちはステージの前まで来ると、半円形に陣取り、中央部分
で演じ始める。物語は至極単純。それが、さまざまな楽器が駆使され、 中でもジンギスカン鍋に焼 入れを施したジンギスカンパーカッション「ジンギスパー」は迫力十分。
　屋外のフィールドを最大限有効に使い、 走り、 歌った芝居 楽しく、
ひと時初秋の寒さを忘れさせてくれた。
　シアターキャンプは来年度は休み、再来年度から復活の動き あ
るかに聞く。参加する人たちには大変なことだが、楽しみに待っていよう。
　一昨年、昨年と、二年連続でシアターホリック・マイベストに選
出した札幌の劇団ｙｈｓが今年十周年を迎えたという。その記念公演第一弾が、九月七日にブロックで見 「
PLAY
ER
」だ。
　旧作の短編コント七作によるもので、二作を除いては、リーダー
南参の脚本・演出。十周年記念公演だからといって振りかぶらず、旧作の短編コントを持ってくるあたりは、いかにも人を食って南参
らしい。
　七作とも一定水準を保って面白かったが、 私には二年前の教文フェ
スティバルの「五人の演出家ワークショップ」で井上亮介が衝撃的なデビューを果たした「救急」が懐かしくて、それが再び見られたことがうれしかった（腹痛 女性が深夜、病院に来院するが、医師や看護婦たちは自分たちの合コンなどのことにばかりに関心があって、患者をかまわない） 。
　さらに、ちょっぴり切ない「リラのホテル」も懐かしい。これは
初演の時は分解されて上演され はずの話で、 ラスト なって、 ああ、あれが伏線だったんだと思ったものだった。
　ｙｈｓの皆 ん、十周年おめでとう。そしてこれからも面白い芝
居づくりをよろしく。
　九月八日から十一日まで 東京で芝居を見てきた。ケラリーノ・
サンドロヴィッチ演出「狐狸狐狸ば し」 、新宿梁山泊 唐版・風の又三郎」 （唐十郎作） 、長塚圭史作・演出「ドラクル」 、劇団宝船「最愛」 、井上ひさし作、栗山民也演出「ロマン 」の五本
　しかし上京した主眼は、芝居を見なかった十日・月曜日の太田省
吾さんの献花・お別れの会に ったこと 言うまでもない。
　太田さんは劇作・演出家。七月十三日、 肺がんのために亡くなっ　かつて「エア」の項で書いたので覚えておられる方もいるかもし
れない。私の生涯 マイベスト、沈黙劇「水の駅」の あの太田さんである。
　会場は青山のスパイラルホールで、私は午後四時ごろに献花した。
お別れ会には二百人ほどが出席。太田さんがかつて主宰した「転形劇場」 （一九八八年に解散）の俳優大杉漣さん 音頭で献杯。続いて劇作家別役実さんや 「転形」 の品川徹さんらがお別れの言葉を述べた。
　太田さんとは二十年以上前の大学生時代、一度だけ言葉を交わし
131 劇評
たことがある。 「転形」 の当時の本拠地 「Ｔ２スタジオ」 （氷川台） で 「水の駅」を何回目かに見る前だった（たしか私は三回見ている） 。
　大学時代、郷里釧路のジャズ喫茶「ジスイズ」のマスター小林東
さんから大学の先輩を紹介された縁で尺八を吹いていた私には、 「沈黙」ということがテーマの一つになってい 敬愛する故武満徹にも「音、沈黙と測り合えるほどに」の著作がある） 。
　「太田さんにとって、沈黙とは何ですか」と私。　太田さんは「人は自分が思っているほど言葉を発して（話して）
はいないのです。人が一日に言葉を発す （話す）時間を足していくと、けっこう話好きの人でも、一時間がせいぜいでしょう」という旨のお答えをされた
　太田さんはそれこそ「沈思黙考」 いうタイプの方で、実に的確
に分かりやすく 私に「沈黙」ということを説明してくれた だ。
　私と太田さんとの接点らしきものといえば、それだけである。そ
れだけで十分なのだった、私が太田さんへの献花をするために上京するには。
　太田さんの冥福を祈る。合掌。　九月十四日、教文小ホールで見たのは、札幌芸術劇場と銘打たれ
た「カノン、カノン」 （脚本・演出深津篤史） 。深津は大阪・桃園会主宰で一九九八年に「うちやまつり」で第四十二回岸田戯曲賞を受賞した実力派だ。
　物語の粗筋はパンフレットによると、こう。　かつては鰊御殿と呼ばれた一軒家は、一年前自衛隊機の墜落で屋
根に穴があき、廃屋同然になっている。その家に、長年音信普通だった家族が祖母の百日法要のために集まった 作家となり、十九年振りに戻った木元敏弘（菅野良一）と新妻の奈津（渡辺香奈子） 叔父の修造（武田晋）と妻の晴子（松岡春奈） 、従兄弟の義明（岩尾亮） 。
しかしそこに八年前に家を出た父の姿はない。それぞれが長い間心に抱き続けている「解決されない問題」は解決することができるのか｜。
　なお、タイトル「カノン、カノン」には、追想曲の（
Canon ）と
カノン砲（
K
anon ）から、センチメンタルな、そして攻撃的イメー
ジが込められている、とも書き添えられている。
　出演はほかに高田豊、立川佳吾、斉藤麻衣子、中塚有里、南あいこ。　見終えて、数年前に清水友陽（
W
ATER
33-39 ）が演出した（原作
者は別）札幌の芝居「相生珊瑚（あいおいさんご） 」と非常によく似た内容だと感じた（その前に同じプロジェクトで鐘下辰男が演出した「五月の桜」とも） 。
　というのも、キャストが「相生珊瑚」とでは、武田、岩尾、南の
三人がダブっているのだ。
　それに今回、清水は演出助手としてついている。　さて物語は、十九年振りに戻った敏弘のこれまでの思いの数々や
家族関係が複雑で、そのうえに重層的に描かれていて、必ずしも分かりやすいとは言えない。
　そして現実の描写のあちこちに、敏弘のひと時の夢の連鎖や一抹
の思いの交錯、不在の「父」の書いた小説の一節 立ち現 るからこうした観念的なものに重きを置く芝居を見慣れない人には少々つらかったかもしれない。
　不在の「父」は女性問題か何かを契機に出奔したらしいが、詳し
いことは説明はされない。
　結局のところ、登場人物の中で一番カタルシスを感じさせるのは「父」の愛人でもあり、主人公敏弘とも関係のあったらしい、 「隣人」的な斉藤知津（斉藤麻衣子）だ。
　感動というものとは別だが、私には想像力をいくらか刺激し、何
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らかを持ち帰られたことは確かな芝居だった。
　それにしても細かいことを書くが、ラスト、卓袱台に向かって敏
弘が靴を履いたまま正座して飯を食うのは違和感があった。
　この場所がまだ敏弘にとって「外」であり、 「内」ではないことを
暗示したものなのかどうか、そこまでは分からないが。
　さてさて、いつもこの種のプロジェクトの芝居を見て思うのだが、
札幌での公的資金を使った演劇はどうしてこうも難解 のだろうか。もっと万人が見て万人が笑い合えるような芝居はできないもうか、とも思うのだ。
　次の作品は怪作である。それが、ラストには快作になる。そうし
た作品もたまにはある 、怪作から快作へここ で落差のある芝居も珍しい。私としては、傑作と呼んでも過言ではない。
　昨年、 「 『はえ』と云ふ名の店」で札幌・シアターＺＯＯ提携公演「リ
ゼット」の優秀作品賞を受賞した、 劇団ＦＩＣＴＩＯＮ（東京）の「石のうら」 （作・演出山下澄人、九月二十八、 二十九日、シアターＺＯＯ）である。
　舞台は関西の決して裕福ではないある町。かつ 子どもに悪戯を
したことがあることがばれ、 「変態」 蔑まれて町工場 職工タケシバ（大西康雄）がクビになる。ボロい長屋 住むタケシバのお隣さんは老人（山下）と、老人が拾ってきたという中年女シゲコ（山田一雄）とその連れ子で少々頭の弱いミルトン（竹内裕介） 。老人の家では老人とシゲコ・ミルトンの喧嘩が絶えない。
　そんなある日、一帯が大地震に見舞われる。一九九五年一月十七
日早朝の阪神・淡路大震災である。
　ミルトン（考えてみると、 「失楽園」 作者がミルトンと う名で
ある）はいち早く動物的勘で地震を察知、しかし老人とシゲコに伝える言葉を持たず一人で逃げる。
　シゲコは倒れてきた大きな物の下敷きになり瀕死の状態。そこに
隣のタケシバが助けに来るが、老人と二人ではどうにもならない。タケシバが応援を頼みに行っている間、老 は不注意からシゲコの頭を蹴ってしまい、そのためシゲコは死ぬ。
　この後、老人は、戻ってきたミルトンを邪魔者扱いしながらテン
ト生活、タケシバは「変態」がばれないで被災者支援に励む。そこへタケシバをクビにした町工場の社長（山田一雄）がやって来るタケシバ、 社長の依頼に応じて復職するか…と、 ざっ こうした芝居。
　書いてみると、シリアスなようだが、こ が大違い。関西弁独特
の味わいこってりで、笑いどころ満載である。特 テント生活の老人が、ボランティアによる炊き出 を またトン汁 」 「関東風の味付けはしょっぱくて食えない」な と悪態をつくエゴのところなど、真骨頂である（こういうのをＮＨＫ・ＢＳなんか やったら面白いのになと思うのは不謹慎でしょうか） 。
　芝居は、人間のどうしようもない愚かさやこっけいさ 切なさ、
物悲しさを描き切っており過不足がない。
　昨年見た「 え」ではベタな関西的表現がいまひとつ気に入らな
かったが、 今回の「石のうら」はそれ 見事にはまっているのである。
　題名「石のうら」というのも、 よく考えられたも だろう。ラスト、
老人はあろうことか社長を説得し、タケシバだけでなく ミルトン、それに自分もちゃっかりと町工場に就職 てしまう。そして 聖書を心の支えにしていたシゲコ 幽霊 の賛美歌のデュエッ 。老人は崩壊した長屋の跡地にできたマンションに住むことを夢み、そこを長屋のように汚くすることを思いつくのだ。
　まことに見事な怪作であり、快作だ。私など、一回目見て、これ
はと二回目 妻を強引 誘っ 見 ほどだった。
